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身
延
山
短
期
大
学
々
長

祖
山
教
学
の
研
究
機
関
誌
と
し
て
、
永
年
に
一
旦
り
世
に
弘
く
知
ら
れ
て
来
た
『
棲
一
岬
』
が
、
こ
の
程
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、

待
望
の
復
刻
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
身
延
山
の
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
同
窓
生
の
諸
賢
を
始
め
、
広
く
宗
門
内
外
の
研
究
者

に
と
っ
て
も
、
大
き
な
悦
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大
正
二
年
十
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
懐
紳
』
は
、

現
在
五

O
号
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
戦
時
中
に
や
む
を
え
ず

一
時
休
刊
を
し
た
も
の
の
戦
後
二
十
八
年
に
復
刊
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
〈
延
山
教
学
〉
の
舞
台
と
し
て
、

日
蓮
教
学
・
仏
教
学

を
中
心
に
、
幾
多
の
学
術
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
、
斯
界
に
益
す
る
と
こ
ろ
も
又
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
c

し
か
る
に
、
近
時
、
創
刊
号
以
来
十
数
号
の
『
棲
紳
』
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
、
大
学
の
関
係
者
で
さ
え
も
、
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
復
刻
を
願
う
声
も
、

次
第
に
高
ま
っ
て
来
て
お
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
今
回
の
復
刻
は
学
術
研
究
上
か
ら

も
、
又
同
窓
会
・
学
友
会
の
一
歴
史
を
知
る
上
か
ら
も
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
各
方
面
を
稗
益
す
る
こ
と
甚
だ
大
な
る
も
の
が
あ
る

「
楼
紳
』
の
復
刻
に
当
り
て



『
棲
榊
』
の
復
刻
に
当
り
て

と
信
じ
ま
す
。

安
に
『
楼
紳
L

の
復
刻
に
当
り
、
関
係
各
位
に
対
し
、

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
共
に
、
江
湖
に
紹
介
し
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
こ

の
復
刻
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。

身
延
山
短
期
大
学
学
頭

里

見

泰

干君、

身
延
山
短
期
大
学
教
授

H

穣
一
岬
。
は
大
正
の
初
期
か
ら
刊
行
き
れ
、
第
二
次
大
戦
中
、
昭
和
十
八
年
か
ら
二
十
八
年
に
復
刊
き
れ
る
ま
で
中
断
の
時
期
も
あ

っ
た
が
兎
に
角
、
学
閣
の
歩
み
を
記
録
す
る
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
。

そ
の
発
刊
の
当
初
は
校
友
会
誌
と
し
て
出
発
し
、
そ
の
内
容

も
学
生
の
作
文
や
論
策
が
、
初
期
に
は
多
く
、
後
次
第
に
、
学
者
の
労
を
煩
わ
し
て
、

研
究
論
文
、
学
術
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
内
容
も
、
作
文
あ
り
、
論
策
あ
り
詩
歌
あ
り
、
論
文
あ
り
、
学
園
の
葉
報
あ
り
、
論
文
も
学
園
の
専
門
教

育
に
関
す
る
宗
学
、
仏
教
学
に
限
ら
ず

人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
に
関
す
る
も
の
ま
で
多
彩
で
あ
る
。

一
般
教
育
的
な
、

雑
然
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
又
一
面
学
園
の
情
況
と
歴
史
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
特
に
本
学
園
に
有
縁
の
人
々
の

感
懐
を
そ
そ
る
も
の
に
違
い
な
い
と
思
う
。

此
の
た
び
、
出
版
社
の
犠
牲
的
好
意
に
よ
り
復
刻
の
運
ぴ
に
到
っ
た
こ
と
を
学
術
研
究
の
進
歩
と
学
園
の
発
展
の
た
め
の
快
事
と

し
て
有
縁
の
人
々
と
共
に
慶
ぴ
た
い
と
思
う
。
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